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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成20年8月28日(2008.8.28)

【公表番号】特表2003-520288(P2003-520288A)
【公表日】平成15年7月2日(2003.7.2)
【出願番号】特願2001-552800(P2001-552800)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  23/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4045   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  49/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   9/10     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/08     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/12     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 209/60     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 405/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  23/00    ＺＮＡＬ
   Ａ６１Ｋ  31/4045  　　　　
   Ａ６１Ｋ  49/00    　　　Ｚ
   Ａ６１Ｋ  49/04    　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ   7/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    １０１　
   Ｃ０７Ｄ 209/08    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 209/12    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 209/60    　　　　
   Ｃ０７Ｄ 405/14    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/06    　　　　
   Ｃ０９Ｋ  11/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成20年5月12日(2008.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　下式：
【化１】
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の化合物であって、式中、
　ａ１およびｂ１は０ないし５で変化し；
　Ｗ１およびＸ１は独立して、－ＣＲ１０Ｒ１１、－Ｏ－、－ＮＲ１２、－Ｓ－または－
Ｓｅであり；
　Ｑ１は単結合であるかまたは－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｓｅ－または－ＮＲ１３であり；
　Ｙ１およびＺ１は独立して、－（ＣＨ２）c－ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－Ｃ
Ｈ２）ｄ－ＣＨ２－ＣＯ２Ｈ、－（ＣＨ２）ｅ－ＮＨ２、－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ

２）ｆ－ＣＨ２－ＮＨ２、－（ＣＨ２）ｇ－Ｎ（Ｒ１４）－（ＣＨ２）ｈ－ＣＯ２Ｈまた
は－（ＣＨ２）ｉ－Ｎ（Ｒ１５）－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２）j－ＣＨ２－ＣＯ２

Ｈであり；
　Ｒ１およびＲ１０ないしＲ１５は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ１－Ｃ１
０アリール、Ｃ１－Ｃ１０アルコキシル、Ｃ１－Ｃ１０ポリアルコキシアルキル、－ＣＨ

２（ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２）c－ＣＨ２－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ２０ポリヒドロキシアルキル、Ｃ
１－Ｃ１０ポリヒドロキシアリール、－（ＣＨ２）ｄ－ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２－（ＣＨ２－
Ｏ－ＣＨ２）ｅ－ＣＨ２－ＣＯ２Ｈ、－（ＣＨ２）ｆ－ＮＨ２または－ＣＨ２－（ＣＨ２

－Ｏ－ＣＨ２）ｇ－ＣＨ２－ＮＨ２であり；
　ｃ、ｅ、ｇ、ｈおよびｉは独立して、１ないし１０で変化し；
　ｄ、ｆおよびｊは独立して、１ないし１００で変化し；そして
　Ｒ２ないしＲ９は独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ１－Ｃ１０アリール、ヒ
ドロキシル、Ｃ１－Ｃ１０ポリヒドロキシアルキル、Ｃ１－Ｃ１０アルコキシル、アミノ
、Ｃ１－Ｃ１０アミノアルキル、シアノ、ニトロまたはハロゲンである、化合物。
　　【請求項２】　ａ１およびｂ１が０ないし３で変化し；
　Ｑ１が単結合であり；
　Ｒ１ないしＲ９が水素であり；
　Ｗ１およびＸ１が独立して、－Ｃ（ＣＨ３）２、－Ｃ（（ＣＨ２）zzＯＨ）ＣＨ３、－
Ｃ（（ＣＨ２）zzＯＨ）２、－Ｃ（（ＣＨ２）zzＣＯ２Ｈ）ＣＨ３、－Ｃ（（ＣＨ２）zz

ＣＯ２Ｈ）２、－Ｃ（（ＣＨ２）zzＮＨ２）ＣＨ３、－Ｃ（（ＣＨ２）zzＮＨ２）２、－
Ｃ（（ＣＨ２）zzＮＲppＲpz）ＣＨ３または－Ｃ（（ＣＨ２）zzＮＲppＲpz）２であり；
　Ｙ１およびＺ１が独立して、－（ＣＨ２）c－ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－Ｃ
Ｈ２）ｄ－ＣＨ２－ＣＯ２Ｈ、－（ＣＨ２）g－Ｎ（Ｒ１４）－（ＣＨ２）ｈ－ＣＯ２Ｈ
または－（ＣＨ２）ｉ－Ｎ（Ｒ１５）－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２）j－ＣＨ２－Ｃ
Ｏ２Ｈであり；
　ＲppおよびＲpzが独立して、－（ＣＨ２）c－ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－Ｃ
Ｈ２）ｄ－ＣＨ２－ＣＯ２Ｈ、－（ＣＨ２）g－Ｎ（Ｒ１４）－（ＣＨ２）ｈ－ＣＯ２Ｈ
または－（ＣＨ２）ｉ－Ｎ（Ｒ１５）－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２）j－ＣＨ２－Ｃ
Ｏ２Ｈであり；
　ｃ、ｅ、ｇ、ｈ、ｉおよびｚｚが独立して、１ないし５で変化し；
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　ｄ、ｆおよびｊは独立して、１ないし１００で変化し；そして
　Ｒ１４およびＲ１５が独立して、水素、Ｃ１－Ｃ１０アルキル、Ｃ１－Ｃ１０アリール
、Ｃ１－Ｃ１０アルコキシル、Ｃ１－Ｃ１０ポリアルコキシアルキル、－ＣＨ２－（ＣＨ

２－Ｏ－ＣＨ２）c－ＣＨ２－ＯＨ、Ｃ１－Ｃ２０ポリヒドロキシアルキル、Ｃ１－Ｃ１
０ポリヒドロキシアリール、－（ＣＨ２）ｄ－ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ

２）ｅ－ＣＨ２－ＣＯ２Ｈ、－（ＣＨ２）ｆ－ＮＨ２または－ＣＨ２－（ＣＨ２－Ｏ－Ｃ
Ｈ２）ｇ－ＣＨ２－ＮＨ２である、請求項１に記載の化合物。
　　【請求項３】　ａ１およびｂ１が３であり；
　Ｑ１が単結合であり；
　Ｒ１ないしＲ９が水素であり；
　Ｗ１およびＸ１が独立して、－Ｃ（（ＣＨ２）zzＯＨ）２、Ｃ（（ＣＨ２）zzＣＯ２Ｈ
）２またはＣ（（ＣＨ２）zzＮＲppＲpz）２であり；そして
　Ｙ１およびＺ１が同一であってかつ－（ＣＨ２）c－ＣＯ２Ｈ、－ＣＨ２－（ＣＨ２－
Ｏ－ＣＨ２）ｄ－ＣＨ２－ＣＯ２Ｈまたは－（ＣＨ２）g－Ｎ（Ｒ１４）－（ＣＨ２）ｈ

－ＣＯ２Ｈである、請求項２に記載の化合物。
　　【請求項４】　医学的診断処置において使用するための、請求項１～３のいずれか１
項に記載の化合物。
　　【請求項５】　該医学的診断処置が、３５０－１３００ｎｍの領域における波長の光
を利用するものである、請求項４に記載の化合物。
　　【請求項６】　該医学的診断処置が、光学的断層撮影法を含む、請求項４または５に
記載の化合物。
　　【請求項７】　該医学的診断処置が、蛍光内視鏡検査を含む、請求項４または５に記
載の化合物。
　　【請求項８】　該医学的診断処置が、該化合物の血液クリアランスプロファイルを蛍
光、吸収または光散乱によってモニターすることを含み、３５０－１３００ｎｍの領域に
おける波長の光を利用するものである、請求項４に記載の化合物。
　　【請求項９】　該医学的診断処置が、吸収、光散乱、フォトアコースティックおよび
／または音波蛍光技法を利用する造影および治療段階を含む、請求項４に記載の化合物。
　　【請求項１０】　該医学的診断処置がアテローム性動脈硬化症プラークおよび血液凝
塊診断目的のものである、請求項４に記載の化合物。
　　【請求項１１】　請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物を固相合成によりペプ
チドとコンジュゲートさせることを含む、バイオコンジュゲート製法。
　　【請求項１２】　請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物を固相合成によりバイ
オ分子とコンジュゲートさせることを含む、バイオコンジュゲート製法。
　　【請求項１３】　請求項１～３のいずれか１項に記載の化合物に、生物適合性有機溶
媒を１ないし５０パーセント添加することによる、請求項１～３のいずれか１項に記載の
化合物のインビボまたはインビトロの蛍光クエンチング防止方法。
　　【請求項１４】　該化合物を、ジメチルスルフォキシド（ＤＭＳＯ）１ないし５０パ
ーセントを含む媒体中に溶解させる、請求項１３に記載の方法。
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